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アジャイル市場の動向

DXを超えて、様々な「ITだけでは無い
広義の意味での」システム、マーケット、
インフラにアジャイル型アプローチで取り
組むことを提唱

経済産業省が
アジャイル・ガバナンスを提唱

政府系向けという組織文化に即した
ガイドブックとなっている。

内閣官房情報通信技術（IT）
総合戦略室が

「アジャイル開発実践ガイドブック」を公開

政府系のアジャイル動向

「DXレポート ～ITシステム「2025年の
崖」克服とDXの本格的な展開～」に
おいても、アジャイルについて多く言及

DXの推進のベースにはアジャイル導入・
実行が不可欠
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アジャイル市場の動向（客観的データ）

JUAS（日本情報システム・ユーザ協会）の企業IT動向調査報告書2020から抜粋

大手では8割がアジャイル
に取り組みに積極的

DXに取り組んでいるところほど
アジャイルに取り組んでいる

DXに必要な人財が不足し確保
が困難な状況が続いている
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主観的なアジャイル市場状況

IPAやPMIの活動を通じた肌感

• 2010年代前半はまだ、アーリーアダプタが中心

 一部の初期採用層がいろいろ試していた時代

 経営層より現場が採用したい要望が強かったボト
ムアップ時代

• 2010年代後半になって、一部アーリーマジョリティが採
用し始めてきた

 現場よりも経営層の一部がアジャイル導入に積極
的になり始めたトップダウンが増えてきた時代

• 2020年代

 アジャイルがDXを推進のコアになるなどアーリーマ
ジョリティだけではなく、レイトマジョリティの一部も取
り組み始めなければならないと危機感を抱き始め
ている時代

イノベーター理論とは、1962年にスタンフォード大学の社会学者で
あるエベレット・M・ロジャースによって提唱された、新しい商品やサー
ビスの市場浸透に関する理論のこと。新しい商品やサービスへの反
応について、早い順に5つに分類している。

2000年代

2010年代

2020年代

アジャイルにも取り組んだ方が有利かもしれない ⇒ アジャイルに取り組まないと生き残れないかもとの危機感

※ 予測型がなくなるという意味ではない。アジャイルを理解し選択肢として選べることが重要
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アジャイルって使えない！

なぜアジャイルが必要な
のはわかったけど具体的
にはどうしよう・・・

難しくて、できない！！

歯車から外れて・・・
覚えたとおりに
やってみよう

まずは、知識の
習得だ

あれれ、なんか
思ってたのと
違う。。。

今は、書籍だってWebの記事だって沢山
あるんだから、困ることないでしょ！

判らないところや迷ったところは、
これまでの経験（＝予測型開発）で
補おう！

でもアジャイル導入・実行は意外と難しい
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アジャイル適用の悩み事の3大要素

チーム
運用

組織
適用

人財
育成

組織導入し
たいが何処
から始めれ
ば良い？

契約はどう
すればよ
い？

アジャイル
コーチを自
前で育てた
い

立上げ 計画顧客 体制

実施

複数チーム
運用ってど
うやるの？

アジャイル
標準が無い
から始めら
れない？

組織への定
着と拡大方
法は？ PMOでどう

アジャイル
を取り扱
う？

プロダクト
オーナーを
育てられな
い

スクラムマ
スターが育
てられない

アジャイル
の知識が足
りないチームビル

ディングは
どうする？

適性人財が
居ないので
始められな
い

最初の計画
通りに進ま
ない

アジャイル
での役割分
担がうまく
いかない

ミニウォー
ターフォー
ルになって
しまう

要求の伝え
方がうまく
いかない

レビューや
会議が発散
してしまう 労務管理が

難しくなっ
た（残業増
加）

教科書通り
にやっても
うまくいか
ない

品質が悪く
なってし
まった

お客様の課
題要求（要
求変更）が
止まらない

プラクティ
スがうまく
機能しない

立上げ時の
準備不足で
前に進めな
い

関係者の意
識統一がう
まくいかな
い

プロダクト
オーナーと
して参加し
てくれない

生産効率が
上がらない

改善ループ
が機能しな
い

良くあるお悩み

特に多いお悩み
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チーム運用支援

人財育成支援

MSOLアジャイル支援メニュー

3つの支援とその相乗効果で
効果的な支援を提供します

① アジャイルコーチ
② アジャイルプロセス改善支援
③ チーム立ち上げ支援
④ スクラムマスター代行

etc.

① 組織への導入・定着
② ACoE(アジャイルセンターオブエクセレンス)

※ PMBOK®におけるアジャイル向けPMO

③ スタートアップガイドライン
作成支援

etc.

組織適用支援

10年以上にわたる豊富なアジャイル開発実践経験者
のノウハウを浸透させたアジャイルスペシャリスト
陣にて、教科書的ではない実践的なサポートを実施
いたします。あるべき論だけではなく、どうしたら
お客様が実効的な成果を上げられるかという視点で
ご支援し、その結果が必ずしも純粋なアジャイルを
続けることではなかったとしても、躊躇なく実効的
な選択肢をご提案いたします。

ディシプリンド・アジャイル
（DA）をベース
一つのフレームワークや、やり方
に拘らず、自分たちの特性に合わ
せて選択して使うためのハイブ
リッドツールキットです。全ての
プロジェクトは独自性がありユ
ニークです。であればScrum、XP、
SAFe、LeSS等多数あるアジャイ
ルのフレームワークやプラクティ
ス等の中から自分たちのプロジェ
クトを成功するための最適なもの
を選択し適応することが肝要です。
MSOLではこの考え方で、お客様の
組織の特性にあった最適な解を一
緒に考え、作り上げていく実行支
援をさせていただきます。

① 基礎研修コース
これからアジャイルを始める方に

② 応用研修コース
既にアジャイルを実践している方に

【基礎】いまさら聞けないアジャイルの実際～最新動向とともに～【2hr】
【基礎】PMBOK®第7版の大転換とアジャイル～プロセス重視から原則重視へ～【1.5hr】
【基礎】PMBOK®第7版 基礎研修～大転換の意図と全体概要～【2.5hr】
【基礎】アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎【1day】
【応用】マネジメント視点でみたプロダクトオーナーのお仕事【1day】
【応用】マネジメント視点でみたスクラムマスターのお仕事【1day】
【応用】マネジメント視点でみた開発チームのお仕事【1day】 （開発中）
【応用】アジャイルでも使えるモダン開発技法【4hr】
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ご支援の流れの一例

組織適用支援

アジャイルスタートアップ
ガイドラインの策定・更新

ACoEの導入

アジャイル研修
基礎 → 応用

PJ
開始

アジャイルコーチ、スクラムマスターに
よるプロセス改善支援

PJ
終了

プロジェクトの成功経験や失敗経験をふりかえり、スタートアップガイドラインへ反映

組織適用支援
人財育成支援

チーム運用支援
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実績例（SIerの受託開発後の運用開発 アジャイルコーチ）

【背景】

 大手SIerの全社PMO（標準化部門）からの自社事業部門の実プロジェクトに対してのアジャイルコーチ依頼
 従来型開発で受託開発し運用フェーズに入っているシステムでプロダクトオーナーは社外の顧客
 要求のリードタイムを短縮するためにアジャイルを導入したがその事業部にとっては初めてのアジャイルであり3か月たったがうまくいか

ず、ミニウォーターフォールとなってしまっていたのでアジャイルコーチを依頼された

【役割と成果】

 リードタイムが改善され、終盤には残プロダクトバックログが枯渇しかける程に
 ミニウォーターフォールだった状態からきちんとしたアジャイルプロセスへ改善
 上意下達だったコミュニケーションが自律的コミュニケーションへ変化
 スクラムマスターに自信が付き、自社内の成功事例として見学が多数来るようになった
 成功事例としてSler社内向けに事例講演を実施

成果

半年（0.2人月/月）

 チームの目標の再すり合わせ
 インセプションデッキ作成

 スクラムマスター支援
 スクラムマスターへのコーチング
 ベロシティ算出の基準作成支援
 イベントファシリテーション支援

 開発チーム支援
 アジャイルプロセスの定着化
 ストーリーポイント見積のコーチング
 プランニング時のタスク分割のコーチング

 PM支援（社内上位ステークホルダーへの説明支援）

 成功事例としてSlerでの事例講演

期間

役割

開発チーム6名
（プロパ 2名
協力会社 4名）

スクラムマスター

プロダクトオーナー
社外の顧客で実質的に
アジャイルチーム外

アジャイルチーム

アジャイルコーチ

社内ステーク
ホルダー（PM）

社内ステークホルダー
（PMO：標準化部門）

矢印の太さはサポート密度を示す

発注

社内上位ステークホルダー
（事業部門）

チーム
運用
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実績例（電力会社内製自社システム 教育→立上げ→実行支援）

【背景】

 地方電力会社（ユーザ企業）のPMOからの依頼
 自社新規サービス（内製）の立ち上げ開発（1stカスタマー獲得済み）
 アジャイルの開発実績はあるが、うまく成功したとは言えず今回は失敗できないため専門家（アジャイルコーチ）を導入

【役割と成果】

 アジャイル未経験のメンバーにて初期研修を実施
 チーム立ち上げ支援を実施しアジャイルチームを約１か月で無事立ち上げ
 ビジネスゴールがあいまいな状態から社内ステークホルダー（ビジネス部門）との議論をサポートし方針決定を支援
 プロダクトバックログ管理を軸に主にプロダクトオーナーへの支援を行い、価値の高いプロダクトを約半年で開発
 その後完熟期間を経てエンドユーザーへの提供までこぎつけた

成果

半年（立上期0.6人月/月→実行期0.2人月/月）

 アジャイルチームへの初期教育（研修）
 チーム立ち上げ支援（スプリント開始前）

 インセプションデッキ作成（PJ計画書相当）
 ユーザストーリーマッピング
 初期プロダクトバックログ作成

 プロダクトオーナー支援（メイン）
 社内ステークホルダーとの調整
 プロダクトバックログの最新化

 スクラムマスター及び開発チーム支援
 アジャイルプロセスの定着化
 スクラムマスターへのコーチング

 社内PMOとの連携支援

期間

役割

開発チーム８名
（子会社 ２名
協力会社 ６名）

スクラムマスター１名
補佐 協力会社１名

プロダクトオーナー１名
補佐 協力会社１名

アジャイルチーム

アジャイルコーチ

社内ステークホルダー
（ビジネス部門）

社外ステークホルダー
（顧客）

社内ステークホルダー
（PMO）

矢印の太さはサポート密度を示す

発注

チーム
運用

人財
育成
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実績例（SIer自社サービス開発 体制変更＋複数チーム＋リモート開発）

【背景】

 大手SIerの全社PMO（標準化部門）からの自社事業部門の自社サービス開発に対してのアジャイルコーチ依頼
 従来型開発で自社開発していたが、ビジネス状況の変化に応えるために1年前にアジャイルに転換
 事業部門としては初めてのアジャイル。従来開発時のサブシステム毎に複数拠点（東京、東北）複数チーム（計4チーム）の

既存体制で開発していたが、アジャイルに転換した効果があまり得られていない

【役割と成果】

 支援前の実態は従来型開発のサブシステム単位のチームの上意下達状態だったものを一つのプロダクトを作るプロダ
クトチームへ体制変更支援（部門長への説得含む）

 チーム規模が大きいため連携しあう２チーム体制に再編しながら、協力会社間で発生しやすいサイロ化を防ぐため混
合チーム化を実現。その際物理的距離があるためリモートアジャイルを適用

 プロダクトとしての統一性が図られ、プロダクトバックログを一元化したためビジネス変化対応性が格段に向上

成果

半年（0.4人月/月）

 アセスメント（ヒアリング）
 プロダクトチームへの体制変更支援

 段階的に徐々に実施
 部門長への必要性説得

 複数チームのマネジメント支援
 主任層の役割分担の再定義とそのコーチング
 協力会社間意識合わせ（リーダ層へのコーチング）
 プロダクトバックログの一元化と複数チームへの分配
 アジャイルプロセス実行支援

 リモートアジャイル支援
 リモート環境下でのノウハウの提供
 アジャイルコーチ自体もリモートにて実施

期間

役割

矢印の太さはサポート密度を示す

発注

協力会社A（東北）

チーム１ チーム２

協力会社B（東京）

チーム３ チーム４

部門長
ステーク
ホルダー
（営業）

顧客

SIer

主任
(PO)

リーダ
(SM)

開発
2～4名

チーム１

チームPO

統括PO統括SM

チームSM

チーム２

チームPO

チームSM

協力会社A・B混合

開発
７～８名
（混合）

チーム
SM

主任層

プロダクトチーム

部門長
ステーク
ホルダー
（営業）

顧客

SIer
全社
PMO

Before After

リモート開発

アジャイルコーチ

連携

PO：プロダクトオーナー
SM：スクラムマスター

チーム
運用

組織
適用
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【実績紹介】大手金融系グループシステム子会社支援

よくあるプロダクト開発PJが対象ではなく、システム運用部門の業務改善を目的とした
アジャイル（DevOps)の導入・定着をコーチ＆コンサルタントとして支援

企画立案段階（3か月間）から参画し、その後8か月間でお客様自身で自走できるところまで到達した

Before

Action

After
プロダクト

バックログ化

要件リストの整理化
残タスク＜終了タスクに

要件リストがカオス状態
残タスク＞終了タスクに

アジャイル型
アプローチ

(DevOps)の適応

週次でナレッジの蓄積・共有

個人成果→チーム成果へ

週次で要件リストの整理・見直し

1週間サイクル

属人化の
解消

スキルの
属人化

個人商店化
作業負荷の偏り
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アジャイルプロジェクト診断

実際に自分たちでアジャイルを実践してみ
ても、うまく運用できていないケースが
多々あります。
MSOLのアジャイルの知見を基に考えた
54問の設問にお答えいただくことで、何
処に問題があるのかを可視化し、その結
果を踏まえて効果的な改善案を提案し、
定着するまで実行支援します。
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アジャイルスタートアップガイドライン導入

アジャイルを始めたい
アジャイル標準
(ルール)を導入

アジャイル標準が
定着せず失敗

アジャイル標準と、自社の
文化や経験値がマッチしない

自社の組織文化や実践経験に
基づいていないアジャイルのルール本

アンチパターン
※実際の事例
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アジャイルスタートアップガイドライン導入

アジャイルを始めたい

ガイドラインをもとにお客様先の
組織でアジャイルを推進

成功・失敗体験をもとに
ガイドラインを継続的に更新

お客様の組織に合わせた
アジャイルスタート

アップガイドラインを作成

組織文化や実践経験に基づいた
アジャイルの出発点を示したガイドライン

お客様の組織にカスタマイズ
された真のアジャイル標準へ

お客様の組織文化や経験を
もとにガイドライン内容を協議

成功パターン
※実際の事例
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【実績紹介】直近2年のアジャイルコーチ・コンサル実績一覧

No. 実施時期 案件 お客様 タイプ 備考

12020/1-6月 自社サービス開発アジャイルコーチ 大手SIer A アジャイルコーチ
＋アジャイルコンサル（チーム体制変更）

複数チーム体制
＋複数拠点

22020/2-3月 受託開発向けアジャイルコーチ 大手SIer A アジャイルコーチ

32020/6-11月 受託開発向けアジャイルコーチ 大手SIer A アジャイルコーチ
＋チーム立ち上げ

完全リモート支援

42020/10-2021/8
月

DevOps化支援 大手金融系グループシステム子会社 アジャイルコンサル（アジャイル導入支援）
＋アジャイルコーチ

前ページの
事例紹介案件

52021/1-2月 受託開発アジャイルプロジェクト診断 大手SIer B アジャイルプロジェクト診断 完全リモート支援

62021/2-4月 情報システム部組織診断 大手金融系ITサービス提供会社 その他（業務診断＋改善提案）

72021/4-12月 自社サービス開発アジャイルコーチ 大手エネルギー会社 アジャイルコーチ＋アジャイル研修 1チーム体制から2チーム体制へ
の
スケーリング支援

82021/6-9月 インフラ開発アジャイルコーチ 大手SIer C アジャイルコンサル＋アジャイルコーチ 完全リモート支援

9
2021/11-2月

アジャイルスタートアップガイドライン策定 大手エネルギー会社 アジャイルコンサル(ガイドライン策定支援)

102022/1~継続中 インフラ保守アジャイルコーチ 大手SIer C アジャイル研修＋アジャイルコンサル
＋アジャイルコーチ

複数(5チーム)同時対応

112022/4~継続中 自社サービス開発アジャイルコーチ 大手エネルギー会社 アジャイルコーチ＋アジャイル研修
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【実績紹介】直近2年のアジャイル研修実績一覧

No. 実施時期 案件 お客様 備考
12020/3月 マネジメント視点でみたプロダクトオーナーのお仕事 大手自動車系情報子会社

22021/1月 アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎 大手金融系グループシステム子会社

32021/4月 マネジメント視点でみたプロダクトオーナーのお仕事 大手グローバル会社

42021/5月 マネジメント視点でみたプロダクトオーナーのお仕事 大手エネルギー会社

52021/5月 アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎 大手SIer C

62021/8-9月 アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎 大手SIer C

72022/2月 アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎 大手SIer C

82022/2月 アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎 大手電機系情報子会社

92022/2月 PMBOK®第7版の大転換とアジャイル IPA 独立行政法人 情報処理推進機構

102022/2月 PMBOK®第7版の大転換とアジャイル 一般社団法人

112022/2月 PMBOK®第7版の大転換とアジャイル 大手Sier D 2回実施

122022/2月 いまさら聞けないアジャイルの実際～最新動向とともに～ 大手流通会社

132022/3月 いまさら聞けないアジャイルの実際～最新動向とともに～ 大手重工業会社

142022/3月 PMBOK®第7版の大転換とアジャイル 大手電気通信会社

152022/3月 アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎 大手重工業会社

162022/3月 いまさら聞けないアジャイルの実際～最新動向とともに～ 大手電機メーカー

172022/4月 PMBOK®第7版の大転換とアジャイル 大手インフラ会社

182022/4月 マネジメント視点でみたスクラムマスターのお仕事 大手電機系情報子会社
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アジャイル支援時のマインドセット

頭ごなしに正解を押し付けない（腹落ちしないとダメ）

敢えて失敗を経験させる（致命傷にならない程度に）

何のため（Why）の意識を根付かせる

理想論だけで進めない（現実的な解も大事）

マインドの先祖返りは見つけるたびに指摘



補足資料①

人財育成支援のコンテンツ
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研修一覧

以下の研修コースを用意しています

レベル タイトル 時間

基礎 いまさら聞けないアジャイルの実際～最新動向とともに～ 2時間

基礎 PMBOK®第7版の大転換とアジャイル ～プロセス重視から原則重視へ～ 1.5時間

基礎 PMBOK®第7版 基礎研修 ～大転換の意図と全体概要～ 2.5時間

基礎 アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎 8時間(終日)

応用 マネジメント視点でみたプロダクトオーナーのお仕事 8時間(終日)

応用 マネジメント視点でみたスクラムマスターのお仕事 8時間(終日)

応用 マネジメント視点でみた開発チームのお仕事(開発中) 8時間(終日)

応用 アジャイルでも使えるモダン開発技法 4時間

【8時間(終日)研修の場合】
 研修時間は9:00-18:00が基本です

 実質8時間分の時間を確保できれば、開始時間、終了時間は調整可能です。
 オンサイト開催／リモート開催どちらでも可能ですが、1回あたりの最大受講生数が異なります。（演習

の実施効果を担保するため）
 オンサイト開催 最大24名迄

 リアルでの集合研修
 リモート開催 最大15名迄

 Zoomによるリモート研修。ブレイクアウトルーム利用。

【4時間以下の研修の場合】
 オンサイト開催の場合

 原則御社で会場をご用意ください
 会場に収容できる人数であれば制限はござ

いません
 リモート開催の場合

 人数に制限はございません
 原則御社で配信環境をご用意いただきます
 ご用意できない場合は、応相談
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【基礎】いまさら聞けないアジャイルの実際～最新動向とともに～【2hr】

研修概要

【研修概要】

• 短時間でアジャイルの特徴や誤解、最新動向を啓蒙する講座です

• 以下の5つの疑問に応えます

 アジャイルって一言で言って何なの？

 アジャイルって色々聞くけど本当のところどうなの？

 アジャイルの国内外の最新動向ってどうなっているの？

 組織導入への注意点や導入事例は？

 実際やってみてどうなの？

• まずはアジャイルに興味はあるけどちょっと有識者の話を聞いて見た
いというお客様等にお勧め

• アジャイルについて全く予備知識が無いけど初めて見たいと思わせる
リード的な内容になっています

• PMIイベントや学会、大手Sierやユーザ企業での講演実績も多数
あるコンテンツです

• ただし、短時間なのでスクラムなどの具体的なやり方の説明はや演
習は含まれていません

• リモートのみでもオンサイトでもどちらでも実施可能です
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【基礎】PMBOK®第7版の大転換とアジャイル～プロセス重視から原則重視へ～ 【1.5hr】

研修概要

• 2021年10月に日本語版がリリースされた、PMBOK®第7版の大転換の内
容とアジャイルの関連性について短時間でお伝えする啓蒙講座です

• 以下の5つをお伝えします

 アジャイルの市場動向

 アジャイルの概要説明

 PMBOK®のよくある誤解

 PMBOK®第6版から第7版への主な変更点

 PMBOK®第7版の12の原則とアジャイルの12の原則

• Agile Japanや、IPA、大手Sierやユーザ企業での講演実績も多数あるコン
テンツです

• ただし、短時間にまとめている関係でPMBOK®第7版の12の原則以外につ
いては中身について多くは触れておりません。

• PMBOK®第7版の全体概要を把握されたい場合は、別研修である
「PMBOK®第7版 基礎研修」を受講ください。

• リモートのみでもオンサイトでもどちらでも実施可能です
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【基礎】PMBOK®第7版 基礎研修 ～大転換の意図と全体概要～【2.5hr】

研修概要

• 2021年10月に日本語版がリリースされた、PMBOK®第7版の大転換の内
容や全体の概要についての基礎研修です

• そもそもPMBOK®とは何かを説明後、 PMBOK®第7版の章立てになぞ
らって全般的に何が書かれているかの概要を説明するとともに、なぜ今回のよ
うな大転換と言われる改編を行ったかの意図を読みとき解説します。

• アジェンダは下記となっています

 そもそもPMBOK®とは
 いまままでのPMBOK🄬

 PMBOK🄬第6版→第7版の変更概要

 プロジェクトマネジメント標準編
 価値実現システム

 プロジェクトマネジメント標準の原理・原則

 プロジェクトマネジメント知識体系編
 プロジェクト・パフォーマンス領域

 モデル、方法、作成物

 テーラリング

• PMBOK®初学者でも受講できる講座となっています

• リモートのみでもオンサイトでもどちらでも実施可能です
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【基礎】アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎【1day】

弊社で独自開発したアジャイル研修

【研修概要】

• アジャイルとは単なるフレームワークではなく成果に対するアプ
ローチを変える事です。

• その際に一番大事になってくるアジャイルマインドの解説を中心
にみっちり行う1日研修です。

• このアジャイルマインドに研修の約半分の時間を割くほど重点を
置いている研修コースはあまりありません。

• アジャイルマインドだけではなく、スクラムをベースとした基本的なア
ジャイルのやり方も併せて行います。

• 単なるスクラムの解説だけではなく、実践経験を踏まえたTipsも
加えて解説します。

• アジャイルを基礎からじっくり学びたいかた、これからアジャイルを実
践しなければならない方向けへの基礎講座です。

• グループ演習を実施し、座学だけではなく体験していただきなが
ら定着を図ります。

• 研修専門会社の研修コースと異なり、その後のアジャイルコーチ
やアジャイル導入コンサルティング支援を私たちが行う前段として
実施することで、より効果を発揮しやすい内容にもなっています。
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本研修のゴール

• アジャイルの基本的なマインド・考え方を理解し、体験する

• アジャイルの基本的なプロセスを理解する

• アジャイルに用いられやすいプラクティスを体感し、意味を理解する

受講対象者

• 仕事でソフトウェア開発をした経験の無い方

• アジャイルに対する基本を学びたい方

• 基礎だけでなく、実践応用も学びたい方

想定受講者のレベル

• 文系・理系を問いません

• 社会人経験も業務経験も不問です

• システム開発経験も問いません

【基礎】アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎【1day】
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【応用】マネジメント視点でみたプロダクトオーナーのお仕事【1day】

研修概要

• アジャイルを実践する上で最も重要なロールであるプロダクトオーナーが何を
すべきかを学ぶ講座です

• 疑似プロジェクトの演習に6割以上の時間を割き、より実践的に体験いただ
きます

• ユーザ企業様のプロダクトオーナー的なふるまいをする方にお勧めの講座です

• スクラムマスター向けの研修は他社にも多々ありますが、プロダクトオーナー向
けの講座は希少です

• 【基礎】アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎の受講生相当の知識と
経験があることが受講条件です
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本研修のゴール

• プロダクトオーナーのやるべきこと、やるべきでないことを実践し、体感する

• 仮想プロジェクトを通じて自分なりの気づきを得る

受講対象者

• アジャイル開発に主にプロダクトオーナーとして関与する方

 主にスクラムマスターや開発チームとして関与する方についても最低限の動きは学べます

• プロダクトオーナーがどのような役割や責任を負っているかを理解し、体感したい方

• 知識のみをゼロから得たい方には不向きです（座学は8時間中2時間程度しかありません）

 その代わり教科書に書いていない実践的なノウハウを実践演習を通じて体感し、学ぶことができます

想定受講者のレベル

• 自身のビジネスや事業、プロダクトについて自信をもって他者に説明できる方

• 【基礎】アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎の受講生相当の知識と経験があること

 アジャイルマニフェストとアジャイルの12の原則を他者に説明できるレベルで理解していること

 スクラムの3つのロール、3つの成果物、4つのイベントについて他者に説明レベルで理解していること

 プランニングポーカーを使った見積を行った経験がある事

 アジャイルチームの一員として実践した経験がある事（ロールは問わず）

【応用】マネジメント視点でみたプロダクトオーナーのお仕事【1day】
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【応用】マネジメント視点でみたスクラムマスターのお仕事【1day】

研修概要

• アジャイルイベントにおけるスクラムマスターの実践的な「ふるまい」を理解し体
感する講座です

• 代表的なアジャイルイベントでのスクラムマスターのふるまいを体感し、それぞれ
の意味や目的を理解することができます

• イベントごとに気付くべき実践的な異変の事例を多数紹介しています

• 演習に5割の時間を割き、より実践的に体験いただきます

• スクラムマスター的なふるまいをする方にお勧めの講座です

• 【基礎】アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎の受講生相当の知識と
経験があることが受講条件です



© Management Solutions co.,ltd. 
Confidential 本資料の一部、または全部の無断流用を禁じます 28

【応用】マネジメント視点でみたスクラムマスターのお仕事【1day】

本研修のゴール

• スクラムマスターの役割を理解する

• アジャイルイベントにおけるスクラムマスターの実践的な「ふるまい」を理解し、体感する

• 代表的なアジャイルイベントでのスクラムマスターのふるまいを体感し、それぞれの意味や目的を理解する

受講対象者

• アジャイル開発に主にスクラムマスターとして関与する方

• スクラムマスターがどのような役割や責任を負っているかを理解し、体感したい方

• 知識のみをゼロから得たい方には不向きです

 その代わり教科書に書いていない実践的なノウハウを実践演習を通じて体感し、学ぶことができます

想定受講者のレベル

• 【基礎】アジャイルマインドとアジャイルの実践基礎の受講生、及び受講生相当の知識と経験があること

• 受講生相当の知識と経験の例

 アジャイルマニフェストとアジャイルの12の原則を他者に説明できるレベルで理解していること

 スクラムのロール、成果物、イベントについて他者に説明できるレベルで理解していること

 アジャイルチームの一員として実践した経験がある事（ロールは問わず）
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【応用】アジャイルでも使えるモダン開発技法【4hr】

研修概要

【研修概要】

• 短時間でアジャイルやDevOpsを構成するツール・技法の概要を
説明する講座です

• 以下の４つの疑問に応えます

 最近の開発ツール・技法ってどのようなものがあるの？

 そのツール・技法を導入する際は、何に気を付ければいいの？

 アジャイルやDevOpsをやりたいのだけど何をしたらいいの？

 導入によって組織にどのような影響があるの？

• ここ5～10年で開発ルールやツールが変化しておらず、
新しい効率的な手法を導入したいとお考えのお客様にお勧め

• 現時点で技術について詳しくなくても、概要を理解して導入を
進めていくために必要な情報を得ることができる内容になっています

• リモートのみでもオンサイトでもどちらでも実施可能です

チケット管理
構成管理
自動テスト

TDD
ペア・モブプロ
CI/CD
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【応用】アジャイルでも使えるモダン開発技法【4hr】

本研修のゴール

• 昨今の開発を支えるツール・技法の役割・目的を理解する

• DevOpsの概念を理解し、開発と運用・保守にどう作用するか理解する

受講想定者

• アジャイル開発やDevOpsを始めようと思っている方

• 開発・運用の品質向上とスピードアップを実現させたい方

• 開発・運用にかかわる一連の業務フローを円滑化したい方

• 昨今のツール・技法に興味のある方

受講想定者のレベル

• システム開発の構築～運用を実践・管理・関与されたことのある方

• 開発フロー・ツールの見直しがここ５～１０年以上行われていないという方



補足資料②

組織適用支援のベースとなる『ディシプリンド・アジャイル』
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ディシプリンド・アジャイル超概要

どれか一つのフレームワークややり方に拘らず、選択して使うためのハイブリットツールキット

 DAはすべてのアジャイルを包括して、「いつ何を使用するか」を明確にするものです

 DAは、組織におけるアジャイルをより成功へと導く、豊富で包括的かつ系統立てられた戦略を提供するツールキットです

 選択できるオプションを知り、置かれたな状況において効果を現すソリューションを選ぶことが、より優れた意思決定につな
がります

 つまり、「PMBOKのアジャイル版」にイメージが近いものであり、どういう形になるかは明確になっていませんが、いずれ
PMBOKと融合していく方向性になると思われます。（この件に関しては私見です）

アジャイルだけではなく、
DevOpsも選択肢と
して組込み

ScrumもSAFeも選択肢

PMBOKも選択肢

© https://www.pmi.org/disciplined-agile より引用

https://www.pmi.org/disciplined-agile
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特徴が表れているディシプリンド・アジャイルのマインドセット

1. お客様を大喜びさせます
2. 出来るだけ最高のものを
3. 個々の状況（コンテキスト）を

最大限考慮します
4. より実用的であれ
5. 選択できることが大事です
6. フローを最適化します
7. 製品/サービスを中心に
8. 企業意識を大切に

※和訳は非公式

ディシプリンド・アジャイルとは、様々に異なる状況（コンテキスト）において、企業が「実用的な結果」を得ることを
最大の目的としており、そのためには具体的な選択肢をどう選べばよいか示したツールキット

© https://www.pmi.org/disciplined-agile より引用

ディシプリンド・アジャイル超概要

https://www.pmi.org/disciplined-agile
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講師紹介

• 財閥系宇宙関連ソフトベンダーにおいて機械設計からシステム開発を中心に活動後、7年目
からはソフトウェアシステム開発（予測型開発）のPMとして活動。

• JAXAへの4年間出向経験もあり、受発注双方の立場でのPMで活動した。

• 16年間勤めあげた後、ステップアップでPM系コンサルファームに転職。
• その時にアジャイル開発に出会ってしまい、どうしても開発現場で実践してみたかったので中小

規模の独立系ITベンダーに敢えて転職。

• 以降、2年間でアジャイル文化の無かった社内にアジャイル開発を導入し、2011年以降最初
の3年で3億以上を売り上げ、その後もいろんなケースのアジャイル開発マネジメント経験を積み
重ねる。

• その経験を元に、アジャイルコーチや導入コンサル、アジャイルやPMBOK系の研修講師もシステ
ム開発のマネジメントの傍ら務めるようになる。

• これらの活動のご縁で2017年からは下記も継続して務めるようになった。
 PMI日本支部アジャイル研究会元代表（2018-20代表、21年より副代表）
 IPAのITSS+（プラス）アジャイル領域のWGメンバー

• アジャイルコーチやコンサル、研修講師の業務に本格的にシフトするため2018年からコンサル業
界へ復帰。

• 2020年からは、アジャイルだけにこだわらない、よりマネジメントを軸に置いた活動をするためマ
ネジメントソリューションズに転職。DX支援事業を進めながら、アジャイルコーチや研修講師も
継続して実施中。

著作（共著）

雑誌掲載

渡会 健

オンライン名刺



マネジメントを、世界を動かすエンジンに。

※ 本資料の一部、または全部の無断流用、再配布を禁じます


